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＜日本語クラス＞ 

 日本語クラスはラトビア大学の経済学部棟の５階の教室で、月曜日から金曜日まで１日

２コマ開講されました。１コマは２時半から４時まで、３０分の休憩をした後で２コマ目

は４時半から６時まで授業を行いました。授業に参加する生徒は、中学生から社会人まで

と幅広い年代で、さまざまな日本語のレベルの生徒が集まりました。２時半からの授業は

５名程度、４時半からの授業は２０名程度の生徒でラトビア大学は新学期が始まっていた

こともあり、ラトビア大学の学生が少ないという印象でした。 

 私がラトビアに派遣された間、前半は日本語チューターできている山形大学の学生が５

名ほどいたためクラスをレベルごとにグループに分け、日本人の学生が一人ひとりグルー

プについて指導するという形で行いました。日によって、初めて日本語を勉強する生徒を

担当するときや、ラトビア大学で日本語クラスに所属していて流暢に日本語を話す生徒ま

でさまざまな生徒に日本語を教えていたため、たくさんの生徒とコミュニケーションをと

ることができました。少人数のグループで指導では、生徒とのコミュニケーションも取り

やすいので授業がしやすく、レベルに合わせた授業ができるので生徒にとってもよいので

はないかと思いました。後半は、山大生２人だったため教室を２つ使い、ビギナーとアド

バンスに分けて、アドバンスクラスを担当しました。レベルの異なる１０名程度の生徒に

指導することは難しく毎日、試行錯誤しました。まず、日本語教育についての知識がない

自分に何ができるかを考え、自分にできることは日本語の発音をおしえることやボキャブ

ラリーをおしえること、言葉だけでなく日本についても教えることで日本に興味をもって

もらい日本語を勉強する動機づけをすることだと考えました。そのため、授業では会話を

多く取り入れたり、日本の食や観光地、文化について日本語で教え、わからない表現をお

しえたりする授業を取り入れました。ラトビアでの学生はシャイなように感じ、みんなの

前で質問はある？や何か知りたいことは？と尋ねても何もないといわれるばかりだったの

で、あるテーマをきめてそれについて自分で作文をしてもらい、その中で一人一人のとこ

ろに行ってわからない表現を教えたりテーマに沿いペアで会話をさせたりし、最後に自分

の作文を一人ひとり読んでもらいみんなに感想や質問を言ってもらったりなどするような

授業もしました。 

 最終日には日本の歌や日本のお菓子をたべたりしてしめくくり、クラスのみんなともあ

る程度打ち解けられ、試行錯誤の中で成果は得られたのではないかと思います。 

〈授業以外での活動〉  

 寮は、旧市街に近い大学からトロリーバスにのって１０分くらいの場所にありそこで生



活をしていました。寮の付近の治安は良くなく、バスの中も注意しながら乗っていました。

寮ではシャワーやキッチン、冷蔵庫、洗濯機なども共同で使うことができるので生活する

うえでの不便なところはそれほどなかったです。寮ではラトビア大学から短期留学してい

る日本人の学生もいて、ラトビアでの生活をたすけてもらったため不安なく生活すること

ができました。 

 授業が終わると、日本語クラスの生徒と毎日のようにカフェやレストランにでかけたり

して、時には寮にきて遊んだりと楽しい時間を過ごしました。日本でのサマープログラム

で出会ったラトビア大学の学生とは特にも、毎日のように一緒にあそんだり、買い物に行

ったりしてたくさんの交流をすることができました。週末には隣の国に出かけ、さまざま

な観光地にいったり、そこの国の料理を食べたりして楽しみました。そこでも、そこの国

に留学している日本人に出会って交流し、ラトビアでの出会いもふくめ、さまざまな大学

の日本人と交流することができました。  

 気候は雨が多い時期に行ったようでしたが、晴れの日がおおくきれいなラトビアの景色

を楽しむことができました。寒いと思っていったのですが日本の秋ぐらいの気温でそれほ

ど寒い日もなく、過ごしやすい毎日でした。料理もどれもおいしく、生活しやすい環境の

中ラトビアでのプログラムを終えることができました。 

〈感想〉 

 日本語チューターとしての派遣は、ベトナムにつづいて二回目でした。ラトビアでの授

業では生徒から授業に対しての厳しい意見がだされること、英語力が必要なため大変と聞

いていましたので不安でしたが、２回目のチューターだったのでチャレンジしようと思い

ラトビアに行くことをきめました。まず、日本語クラスに行って思ったことは静かに勉強

する生徒が多いということでした。なかなか自分の意見を言う生徒はなく、理解している

から質問がないのか、自分の授業の仕方や内容が難しくて理解できていないのかがわから

ないこと大変なところでした。そのために生徒に話をさせる、自分の意見を出してもらう

授業をするようにこころがけました。語学力に関しては、ラトビア人の流暢な英語を聞き

取れないことが多くあり、英語力の向上が必要だなと感じました。 

 ラトビアでのチューターとしての活動は、ベトナムへ行った時とは全く違った経験がで

き、国も違えば人も違うということを実感しました。この３週間は、本当に貴重な経験を

することができ、自分でいろんなことにチャレンジする機会が多かったと思います。さま

ざまな出会いの中で、たくさんの刺激をうけ、自分自身を見つめなおすきっかけになりま

した。素晴らしい経験をすることができ、このプログラムに携わってくださったすべての

方々に感謝します。本当にありがとうございました。 


